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この度は、ＴＳ-１０００ハツタタンク車をお買い上げ頂きありがとうございます。 

この取扱説明書はタンク車の持つ性能を十分に発揮して頂きますように正しい取り扱い方と簡

単なお手入れ方法について説明してあります。安全で快適な作業を行って頂く為、ご使

用前に必ず本取扱説明書をお読み頂き十分理解をして機械の運転操作の練習を行い、運転

操作に習塾した上で正しく作業を行って下さい。本取扱説明書を十分理解して運転、調整また

は保守を行って下さい。 

守られなかった場合は死亡、または重傷事故を起こす恐れがあります。 

なおエンジン、バッテリー等につきましては､同封の各々の取扱説明書をお読み頂き､正しく

機械をお使い下さい｡読み終わった後はいつでも内容が確認出来るよう必ず大切に保管し､解

らない事があった時は､取り出して再読して下さい｡ もし、説明書が損傷や紛失により読

めなくなった場合は､販売店より新しい取扱説明書を購入し､常に参照出来るように保管し

て下さい｡ 

 

 

安全上の注意 

 

 

1. この取扱説書は､いつでも読めるように､紛失､汚損の恐れのない すぐに取り

出せる所に必ず保管して下さい｡ 

2. この取扱説明書が損傷により読めなくなった場合､紛失した場合は販売店より

新しく取扱説明書を購入し、常に参照出来るように保管して下さい｡ 

3. 本機を運転する者は､本機の取扱説明書をよく読み､理解してから運転する事｡ 

4. ラベルが損傷や、はがれて読めなくなった場合は、販売店より新しいラベルを 

購入して貼り替える事｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       注意 
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○ 衣服の一部や頭髪､手ぬぐい等が機械に巻き込まれる事のないように服装を整

えて下さい｡ 

○ 運転中の機械はエンジンをはじめ各部が非常に高温になっています 

○ ヤケドをしますので､機械の高温部には触れないで下さい。 

○ 機械の回転部は最も危険な箇所です｡運転中は触れないで下さい。 

○ 又､他の人を近づけないで下さい。 

○ 機械の点検､清掃時は必ずエンジンを停止し､回転部が停止して機械の各部が常

温になってから行って下さい。 

次ぎの方は作業に従事しないで下さい｡ 

(1) 酒気を帯びた人 

(2) 疲労､病気､薬物の影響その他の理由により正常な作業の出来ない人 

(3) 妊娠中の人 

(4) 18歳未満の人 

(5)負傷中の人、生理中の婦人等農薬による影響を受けやすい人 

1. この取扱説明書をよく読んで機械を知るようにして下さい｡不馴れな機械を運転すると

事故につながります｡ 

2. 取扱説明書でいう機械の『右』及び『左』､『前』及び『後』は作業者が運転席に座

って前進する方向を向いている事を想定して意味しています。 

3. 衣服の一部や頭髪、手ぬぐい等が機械に巻き込まれる事のないように作業に合った服装

とヘルメットを着用して下さい。 

4. 運転は日中または十分な照明のある時に限定する事。 

5. 機械を子供に運転させない事。また、大人でも適切な教習をせずに、運転させない事。 

必ず自動車運転免許取得者に運転させる事。 

6. 運転する時には作業部分に人を乗せない事。 

7. この機械は公道を走らせる事は出来ません。 

 

 

 

安全なスイーパー作業をするために 
     注意 
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◎ カバー類は、全て正規の位置に取り付けて置く事。 

◎ 運転席を離れる前に、次の事を必ず行う事。 

◎ 駐車するときは、平坦な場所を選んで下さい。 

ゴルフ場内は、起伏が多いので急な坂道での駐車は避けて下さい。 

a).パーキングブレーキまたは、輪止めをする。 

b).作業機のエンジンキーを切る。 

c).作業機のエンジンキーを外す。 

◎ 機械の周囲の安全を確認する。 

◎ 機械各部の芝カス・落葉等は、必ず清掃する。特にエンジンマフラー部は、

作業中でも点検・清掃する事。本取扱説明書に記載しております定期点検一

覧表に基づいて点検整備をお願いします。 

◎ 始業点検・終業点検は毎日行う事。 

1. エンジンを始動させる前に、必ず全ての駆動装置が「ＯＦＦ」になっているのを確認する。 

2. エンジンは運転席に座った状態で始動し、どんな時にも作業者が乗車せず、そばに立っ

たままでエンジンを始動しない事。 

3. エンジンを始動させる前にエンジンの取扱説明書をよく読んでエンジンについて精通してお

く事。 

4. エンジンを掛ける時には必ず走行ペダルが中立である事。 

5. 散布、カクハンスイッチが「ＯＦＦ」である事を確認してからエンジンを始動する事。 

6. 発進する時は急発進しないで、前後左右に危険がないか確認してゆっくりと発進して下さ

い。 

停止する時は停止位置を想定して､スロットルレバーを「低」位置にしてエンジン回転

を下げ､ スピードを十分に落とし､ブレーキをかけて下さい。絶対に急発進・急停止しな

い事。 

7. 機械を後退させる時は、後ろに何があるかを先ず確認する事。 

8. 坂道での旋回、または急発進、急停止はしない事。坂道で旋回すると、転倒や制御不能と

なる恐れがあります。 

9. 坂道での駐車は絶対しないで下さい。平坦な場所で駐車する事。 

 

10. 燃料は可燃性が高いので、注意して扱う事。 

a). 新しいきれいな指定燃料のみ使用する事。 

b). エンジンが回転中または、熱い間はキャップを外してエンジンに燃料を給油しない事。 

安全対策 

     警告 
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燃料がこぼれた場合はきれいに拭き取る事。 

c). 燃料を扱っている時はタバコを吸わない事。火気厳禁。 

d). 裸照明は絶対にしない事。 

e). 裸火のある場所または火花を発生する装置の近くに燃料容器を保管しない事。 

f). 燃料を洗浄用に使用しない事。 

11. 燃料をタンクに残したまま、機械を保管してはならない。 

長期間機械を保管する場合は、燃料タンクから燃料を抜き空にする。 

12. 屋内場所に機械を保管する時は、エンジンが冷めてから保管する事。必ずキーを抜く事。 

13. 屋内でエンジンを始動する時は、ドアと窓を開け十分な換気を行う事。 

排気の二酸化炭素は猛毒です。 

14. 機械の点検整備をする時はキーを外してから行う事。 

15. エンジンの点検・整備をする時はキーを外してエンジンが十分冷めてから行う事。 

16. 機械およびアタッチメントをいつも使用出来る状態に整備しておく事。安全装置は取り外さ

ない事。作業機を異物にぶつけた時は、機械を止めて損傷がないか確認する事。損傷があれ

ば修理するまで機械を使わない事。 

17. 特に冬期の場合、油圧オイルの温度が上がるまで、暖機運転を行う事。 

18. 十分な資格のあるサービスマンに少なくとも年に一回機械を点検させる事。 

19. 機械各部の芝カス、落葉は必ず清掃する事。特にエンジンマフラー部は、作業中でも点検、

清掃する事。 

20. トラックなどへの積み降ろしは、トラックを平坦なところに停車し、駐車ブレーキと車止め

をする事。ブリッジは、標示積載荷重2.0トン以上で公配が18°以内にしっかりと取付けて、

ゆっくりと前進で積み込み、後進でゆっくりと降ろし、転落しないように十分注意する事。 

 ※ブームの設置高さによって地面にノズルが干渉する恐れがあります。積み降ろし時は特に注

意する事 
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本取扱説明書は、ＴＳ-１０００ハツタタンク車 の運転・保守・調整・要領を説明しております。本機

を快適にかつ効果的に取扱い頂く為には、毎日の作業点検と定期的な点検整備を行い、機械をい

つも最良の状態にし、事故や故障を未然に防ぐ事が大切です。 

本機を運転する前に、作業者はこの取扱説明書をよく読み理解して下さい。指示された運転及び 保

守要領に従う事によって、本機の寿命を延ばし、最大限の能力を発揮させる事が出来ます。 

また、ちょっとした故障でも早期発見するように心掛け、大きな故障にならないように整備して下さい。

機械の調子が悪い時は、無理に使用せず、お買い上げ頂いたハツタの販売店にお気軽に連絡して 下さ

い。ハツタの販売店は、全て最新のサービス方法に精通しており、適切・迅速なサービスを提供するも

のに必要な設備を完備しています。ハツタの代理店は、ハツタのサービスパーツを十分に在庫 しており、

または工場から迅速に取り寄せる事が出来ます。ハツタ純正パーツ又は、ハツタが特に設定したパー

ツ以外を使うと、保証は無効となります。 

 

 ※パーツを発注する際はパーツの各称・必要数量に加えて、本体の型式・機体番号を連絡する事。

機体番号は本体フレーム前部右側の銘板に記載してあります。 

いつでも参照出来るように、この番号を下記に記録しておく事をお勧めします。 

 

 

 型式 ＴＳ-１０００      機体番号                 

 

取扱説明書に示す図の一部は、わかりやすくする為にカバー・安全ガードを外した状態で示してお

ります。しかし、いかなる場合でもこれらの安全装置を絶対に外して運転しないで下さい。必ず安

全装置を所定位置に確実に取り付けて運転して下さい。 

なお、機械の仕様につきましては、品質・性能の向上及び、その他の事情で、予告なく変更する場

合があります。その際、取扱説明書の内容と一部異なる部分がありますので、予めご了承下さい。 
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 取扱説明書の『  危険』・『  警告』とか『  注意』の表示は次のような安全

上及び、取り扱い上、重要な事を示しております。タンク車の安全な作業上、非常に重要で

すので、必ず  守って下さい。 

 

表   示 重  要  度 

 その警告に従わなかった場合、死亡又は重傷を負う事になるものを

示しております。 

 その警告に従わなかった場合、死亡又は重傷の危険性があるものを

示しております。 

 その警告に従わなかった場合、ケガを負う恐れのあるものを示して 

おります。 

 

ＴＳ-１０００ のラベルが損傷したら、直ちに取り替える事。   

機械には操作系などのラベルと、「注意」・「警告」・「危険」の警告ラベルを貼付しています。 

取扱い上重要な事を示してありますので、使用前に各ラベルの位置を確認し、各ラベルの意味を十

分理解し、その事柄を必ず守って下さい。 

万一、機械に貼ってあるラベルが破損したり、塗料がついたり、読めなくなったりはがれて紛失した

場合は販売店より、新しいラベルを購入し警告ラベルは「警告ラベルの位置」に指示してある箇所に

貼り、他のラベルについても各項の説明写真を参照して貼って常にラベルが読める状態を維持して下

さい。尚、ラベル注文の際は、ラベル番号を指示して下さい。 

 

◎ ラベルが付いている部品を交換する時は、必ず新しいラベルも一緒に交換して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  危 険 

  警 告 

  注 意 
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 型    式 ＴＳ－１０００ 

機

体

寸

法 

全長 

全高 

全幅 

乾燥重量 

タンク容量 

２．９７５（３．１４０）ｍ 

１．６２５（２．２）ｍ 

１．９５０ｍ 

１６９０Ｋｇ 

１０００Ｌ 

走  

行

部 

軸距 

駆動方法 

タイヤサイズ 

 

副変速 

ステアリング 

最小回転半径 

２．０２４ｍ 

油圧駆動 

前輪     ２３×１０．５０－１２ 

後輪  ２６．５×１４．００－１２ 

高速、低速：二段 

パワーステアリング 

４.５ｍ 

エ

ン

ジ

ン 

メーカー型式 

種類 

気筒数 

排気量 

最大出力 

最大トルク 

使用燃料 

燃料タンク容量 

クボタ Ｖ２４０３－Ｄ１－ＥＤＭ 

水冷ディーゼルエンジン 

４ 

２，４３４Ｌ 

３１．２kＷ／２２００ｍｉｎ-１ 

１５５．９Ｎｍ／１４００ｍｉｎ-1 

軽油 

３７Ｌ 

作

業

部 

散水用ポンプ 1 

散水用ポンプ 2 

最大散水量ポンプ 1 

最大散水量ポンプ 2 

ブーム装置 

ブーム散布幅 

巻取機 

ホース長さ 

バッテリー 

セントリーフューガルポンプ９３０３ 

動力噴霧機 KSH-８５M 

１９０L/ｍｉｎ 

７０L/min 

三折れ式１８頭口 

５．０４ｍ 

電動式巻取機 

Φ１６×５０m（標準機） 

８５Ｄ２６Ｒ 

※ この仕様は予告なく変更する事があります。 
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1. シャーシ 

シャーシは角パイプを主として構成された台車で、エンジン、タイヤ、ホッパーなどが取り付け

られています。このシャーシには、芝カス・落ち葉などが堆積しやすく、堆積物の影響で年数によ

っては腐食・損傷する事がありますので、定期的に芝カスなどの堆積物を除去清掃して、いつもきれ

いにして下さい。又本機は薬液等の散布を行いますので作業終了後は水洗いをお願いします 

2. タンク 

タンクは水および薬液等を貯蔵します。その容量は１０００Ｌです。内部にプロペラ式カクハン装

置と水流式のカクハン装置があります 

3. エンジン 

エンジンはＫＵＢＯＴＡ Ｖ-２４０３を採用しております。 

作業中は、芝カス・砂埃の舞う悪い環境下で使用するものですから、作業が終りますとコンプレ

ッサーのエア等でエンジン廻りの芝カス・砂埃などをきれいに吹き飛ばすと共に、ラジエ

ターの目詰まりがないようコアの目の間もきれいにして下さい。 

又、エアクリーナーの清掃も併せて願います。 

詳細につきましては別冊のエンジン取扱説明書をよくお読み下さい。 

4. 薬品箱 

散布作業に使用する薬剤･器具の運搬に使用します。 

5. 走行ペダル 

走行ペダルを足で前に踏み込むと車体は前進し、後へ踏むと後退します。走行の駆動には油圧

のＨ.Ｓ.Ｔ.回路を採用しておりますので、ペダルを踏めば踏むほど速度が速くなります。又、

ペダルから足を離す事により、車体は止まります。特に、起伏の多い場所での、急発進、急停止

は転倒の恐れがありますので絶対にしないで下さい。 

6. 速度切換レバー 

このレバーは速度を二段階に切替えるもので、高速側では０～１７ｋｍ/ｈ、低速側にすると

０～１０ｋｍ/ｈ（２０００ｍｉｎ-1）となります。『低速』位置は散布作業、又は上り坂で

使い、『高速』位置は平坦な移動時に使用します。 

※このレバーの切替えは、必ず平坦な場所で停止した状態にて行って下さい。 

 
故障時はレバーをニュートラル位置にするとミッションがフリーになり牽引可能となります。 

本製品は重量がありますので、牽引の際は十分に注意して下さい。   

7. パーキングブレーキレバー 

後輪デフミッションに設置されたパーキング用ブレーキを「作動 ・解除」する為のレバーです。

本機走行時は必ず「解除」にして走行してください 

8. 油圧ポンプ 

油圧ポンプは可変式のピストンポンプを採用しております。走行のＨＳＴ回路を構成する、

主のポンプです。 

このピストンポンプには、ギヤポンプがセットされており、散水ポンプ回転駆動の他、パワー
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ステアリングを作動させるようになっています。 

9. オイルタンク 

容量は４０Ｌで、ＩＳＯ ＶＧ４６＃相当の油圧オイルを使用願います。 

油圧オイルはＨＳＴ回路に於いて重要な役割を持っています。常に、オイルの量が不足していないか、劣

化して白濁色化していないか点検しておく事｡ 

10. 散布スイッチ・ランプ 

散水ポンプの駆動を入り切りします。「ＯＮ」にすると散水ポンプが作動します。作動中は散

布ランプが点灯します。 

11. カクハンスイッチ・ランプ 

タンク内のプロペラ式カクハン装置を作動させます。作動中はカクハンランプが点灯します 

12. ポンプ切り換えスイッチ 

セントリーフューガルポンプと動力噴霧機（動噴）の切り換えを行います。 

※切り換え操作は「散布スイッチ」を「ＯＦＦ」にしてから切り換えてください 

※［巻取］使用時の最高回転数は２０００ｍｉｎ-1です 

13. キースイッチ 

エンジンの始動・停止を行うものです。始動する時には、一旦キースイッチを右へ回した状態で

数秒待ち、グローランプが消灯してからさらに右へ回して下さい｡エンジンが始動したら、直ちに手

を離して下さい。 

14. エンジン回転計 

エンジンの回転数を示すもので､このエンジンは無負荷最高回転数を２４００ｍｉｎ-1（±５０）に

セットされています。この回転計にはアワメーターが組み込まれており、キースイッチをＯＮに入れ

ると同時に作動し運転時間の積算をします｡ 

15. 燃料タンク 

容量は３７Ｌで軽油を使用して下さい。給油の際は燃料の可燃性が高いので注意して扱って下さ

い｡火気厳禁です｡ 

16. エアクリーナー 

砂埃などを吸い込み易いので、エアクリーナー内のフィルターをこまめに掃除してゴミなどを除

去する事が重要です｡ 

17. マフラー 

エンジン、マフラー部は高温になりますので、十分に注意すると共に、芝カス、落ち葉などが

堆積すると火災の原因にもなります｡ 

18. アクセルレバー 

エンジン回転数の調整を行います。手前へ引けば回転数は上がります。 
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19. パイロットランプ 

       チャージランプ 

バッテリーへの充電が不足すると点灯します。点灯したらエンジンを止め、原因を確認する。

キースイッチを「ＯＮ」の状態にすると、ランプは点灯しエンジン始動後は消灯します｡ 

       水温ランプ 

冷却水の温度が著しく上昇するとランプは点灯します。 

油圧ランプ 

エンジンオイルの圧力低下により点灯します。点灯したらエンジンを止め、原因を確認する。 キ

ースイッチを「ＯＮ」の状態にすると､ランプは点灯し、エンジン始動後は消灯します。 

       グローランプ 

エンジンをかける際にグローの暖める必要があり、グローに通電中に点灯します。 

ランプが消えてからキースイッチを「ＳＴＡＲＴ」位置に回しエンジンを始動してください

て下さい。 

20. ラジエーター・ラジエーターリザーブタンク 

冷却水が入っています。 

ラジエターの冷却水の確認と一緒に確認して下さい。リザーブタンクの冷却水の量が減ってい

れば補給して下さい。（工場出荷時の不凍液比率は水に対して３５％の濃度で入れてあります） 

21. ブーム上下スイッチ 

ブーム左右の噴管をそれぞれ上下に動かすスイッチです。散布作業中はブームバー及びブーム

先端ノズルが芝面や障害物に干渉しないように注意し、スイッチ操作を行ってください 

22. セントリーフューガルポンプ 

ブーム散布用のポンプです。油圧モーター直結により駆動します。最大吐出量は毎分１９０Ｌ

です 

23. 動力噴霧機（動噴） 

巻取散布用のポンプです。油圧モーターからＶベルトを介して駆動します。最大吐出量は毎分

７０Ｌです。最大圧力は３．５ＭＰa です 

24. ヒューズボックス 

不測の事態でヒューズが切れた場合、規定容量のヒュー

ズに交換して下さい。 

ヒューズは自動車用ヒューズを使用しています。 
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機械を運転する前には、オペレーター自身がタンク車の構造、機能を十分理解し、機械の

正しい操作方法を完全に習熟してから運転する事。 

  

◎始業点検 

何事も最初が大切です。毎日の運転において故障を未然に防ぐ為には、本機の状態をいつも知っ

ておく必要があります。その為には毎日１回作業前に、作業者自身で点検、整備（始業点検）が必

要です。 

 

ケガの防止や燃料への引火防止の為にも始業点検を始める前には、必ず次の事を厳守

して下さい。 

◎ 本機は水平な場所で周囲が危険な場所でない事を確認して下さい。 

◎ 本機が確実に駐車した状態である事。場合によっては、車止め等にて固定する。 

◎ 燃料の運搬や補給などの取扱い時は、くわえタバコ、裸照明は絶対にしない。 

◎ エンジン稼働中やエンジンが熱い間は注油、給油、及び点検整備は絶対にしない。  

1. エンジンオイル 

○ エンジンオイルはＳＡＥ１０Ｗ－３０をお勧めします。 

寒冷地の場合は５Ｗー２０を使用して下さい。エンジンオイルの量はデイップスティックの

「ＦＵＬＬ」マークまで入っている事。入れ過ぎない事。 

○ オイルレベルのチェックの仕方は、エンジンを始動して３０秒程で停止し、オイルデ

ップスティックを外し、きれいな布で拭き取り再度チューブに挿入し、キャップを確

実にねじ込みます。再びスティックを引き抜いてオイルレベルをチェックします。必要

に応じて追加して下さい。オイルフィルター付のオイルの容量は約８．１Ｌです。オ

イルチェックが終わるとディップスティクを確実にねじ込む事。 

○ エンジンオイルは初回８時間にて交換をし、二回目に５０時間、その後は１００時間毎

に交換する事。 

○ オイルフィルターは、初回５０時間にて交換をし、その後は２００時間毎に交換する事。新

しいオイルフィルターのガスケットにきれいなオイルを塗布して取り付ける事。オイルフ

ィルター交換後は、アイドリングで運転してオイル漏れが無いか調べ、オイルレベルを再度

チェックして必要があれば補給します。 

 

 

          注 意 
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2. 燃料 

燃料にはきれいで新しい２号軽油を、寒冷地では３号軽油お使い下さい。 

燃料補給の際は火気厳禁。タンクへの補給の際、入れ過ぎない事。 

 

3. エアクリーナー 

エアクリーナーはサイクロン式カ－トリッジフィルターが装着されております。 

○ ペーパーカートリッジは１００時間毎、又はシーズン毎のいずれか早い時期に交換して下さい。 

○ カートリッジのメンテナンスはカートリッジを外し、平らな場所で軽く叩いて塵を落として下さい。 

★ エンジンオイル、エアフィルター等エンジンに関する事はエンジンの取扱説明書を参照して下さい。 

4. ラジエーター 

○ 液量の確認を毎日する事。 

○ 目詰まりの点検を行い、毎日清掃する事。 

目詰まりがあるとオーバーヒートをおこす原因になります。 

○ 気象条件にあわせて不凍液濃度を調整する事。 

工場出荷時は不凍液比率３５％となっています。 

5. バッテリー 

バッテリーメーカーの取扱説明書を全部読んで十分理解してから、点検、保守、を行って下

さい。 

バッテリーの保守 

バッテリーの保守作業はエンジンを停止し、イグニッションキーを外してから行って下さい。 

(1) バッテリーの仕様は、８５Ｄ２６Ｒです。 

(2) バッテリーを取付ける時、または取外す時は、プラス及び、マイナスの端子が機械の金属のパ

ーツと同時に接触する事がないように注意します。同時接触があるとショートして大きな損

傷を引き起こします。 

バッテリーの保守の作業をする時は必ず、マイナス側のケーブル（ボディアース）をプラ

スケーブルより先に取外し、取付の際は最後に接続します。 

(3) バッテリーへの接続は常にきれいに保ち且つ締めておきます。ケーブルがゆるんでいると、

何れはバッテリーの不具合を起こします。端子のカバーは、正しい位置に付けておきます。 

(4) 必要に応じてバッテリーを石鹸と水で掃除します。但し、バッテリーの中に石鹸や水が入

らないよう注意してください。 

(5) スチール・ウールを使ってターミナル接続部の表面を磨きます。 

(6) ターミナルとケーブルの端に、腐食を防ぐ為、シリコン誘電グリースを薄く塗ります。 

(7) バッテリー・ターミナルにケーブルをしっかり締めます。 

(8) バッテリーの電解液量が不足している場合はＵＰＰＥＲラインまで精製水を補給します。 

6. タイヤ 

○ 外傷がないか細かく確認する事。 

○ 空気圧が正規の数値範囲内にあるか確認する事。 

○ 溝の深さを確認する事。 

○ 走行条件が普通車輌と異なります。定期的にホイールナットの増締めをする事。 
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7. 油圧装置 

Ａ. オイルタンク 

容量は４０Ｌです。 

油圧オイルはＩＳＯ ＶＧ４６＃をお使いください。油圧オイルの量は不足していないかゲージに

て確認する事。又、オイルが乳化及び透明度が少しでも悪くなったら、すぐに交換してください。 

Ｂ. 油圧オイルフィルター  

ピストンポンプ、ピストンモーターは精度が高く、コンタミネーション（スラッジ、鉄粉、

さび、やすり粉、その他の粉塵）には特に敏感です。その為には適したフィルターを設置して、コ

ンタミネーションを除去する必要があります。油圧オイルフィルターは１０μのものを使用して

おります。フィルターの交換は最初の１００時間目、以後は１２ヶ月毎に交換して下さい。いつ

もきれいな油圧オイルを使用する事でピストンポンプ、ピストンモーター等の性能が久しく発揮

出来ます。 

Ｃ. 油圧ホース 

油圧ホースには高圧（２８ＭＰａ）が掛かるものもありますので、ホースに外傷がないか、

又、接続部に油漏れが生じていないか確認する事。油圧オイルは芝生にダメージを与えますので、

こぼれた場合はきれいに拭きとり落とさないようにする事。ホースの傷から油圧オイルが噴出し

た場合、高温、高圧で危険ですから手を近づけない事。直ちにエンジンを止めて修理する事。 

 

油圧オイルの注意事項 

 目に入ると炎症を起こす事があります。取り扱う際は保護眼鏡を使用する等、目に入らないよ

うにして下さい。 

 皮膚に触れると炎症を起こす事があります。取り扱う際は保護手袋を使用する等、皮膚に触

れないようにして下さい。 

 飲まないで下さい。（飲み込むと下痢、嘔吐します。） 

 

応急処置 

◎ 目に入った場合は、清浄な水で１５分以上洗い流し、医師の診断を受けて下さい。 

◎ 皮膚に触れた場合は、水と石鹸で十分に洗って下さい。 

◎ 飲み込んだ場合は、無理に吐かせずに直ちに医師の診断を受けて下さい。 

 

廃油・廃容器の処置 

◎ 処理方法は法令で義務付けられています。法令に従い適正に処理して下さい。  

◎ 海・河川・湖、その他付近及び排水溝に廃棄しないで下さい。火災の危険があるだけで

なく、環境汚染につながります。 

◎ 不明な場合は、購入先にご相談の上処理して下さい。 
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4-1 定期点検一覧表 

 定期点検項目 
始 業

点 検 

1 ヶ月 
又は 
50H 

3 ヶ月 
又は 
100H 

6 ヶ月 
又は 
200H 

12ヶ月 24ヶ月 備考 

エ  
    

  

ン      
  

ジ     
   

ン 

かかり具合及び異音 ○       

低速及び加速の状態 ○       

排気の状態 ○       

オイル漏れ ○       

オイルの汚れ ○       

オイルの量 ○       

オイルの交換  ○ ○    
初回は８ｈ 

二回目は５０ｈ 

オイルエレメントの  

交換 
   ○   初回は５０ｈ 

燃料の漏れ ○       

燃料フィルターの   

詰まり 
  ○    １００ｈ毎 

燃料フィルターの交換      ○  

燃料の量 ○       

燃料ホースの交換      ○  

燃料沈殿物の除去      ○  

燃料ホースの締付バ

ンド点検 
 ○ ○ ○   ５０ｈ毎 

燃料・燃料戻しパイプ及

びバンドの緩み交換 
     ○  

エアクリーナー 

エレメントの清掃 
 ○ ○ ○   ５０ｈ毎 

エアクリーナー 

エレメントの交換 
    ○  

６回の 

清掃毎 

バッテリー液の点検 ○ ○ ○ ○ ○   

バッテリーの交換      ○  

Ｖベルトの張り点検  ○ ○ ○ ○  ５０ｈ毎 

Ｖベルトの交換      ○ 又は５００ｈ毎 

ラジエターホースの 

締付点検 
   ○ ○   

ラジエター液の点検 ○       

ラジエター液の交換      ○  

リザーブタンクの   

冷却水の確認 
○       

電気配線の点検   ○     

マウントボルトの緩み   ○     

        

※エンジンの定期点検一覧表はエンジン取扱説明書に準拠しております。 

詳しくはエンジン取扱説明書をお読み下さい。 
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4-2  定期点検一覧表 

 
定期点検項目 

始 業

点 検 

1 ヶ月 

又は 

50H 

3 ヶ月 

又は 

100H 

6 ヶ月 

又は 

200H 

12ヶ月 24ヶ月 備考 

油   

圧   

装   

置 

オイルの漏れ ○       

オイルの汚れ ○       

オイルの量 ○       

オイル交換     ○  初回は１００ｈ 

ストレーナの清掃    ○    

ストレーナの交換     ○  初回は１００ｈ 

油圧ホースの点検 ○       

油圧ホースの交換      ○  

油圧ポンプの点検 ○       

油圧モーターの点検 ○       

油圧シリンダーの点検 ○       

オイルフィルターの点検 ○    ○  初回は１００ｈ 

        

自    

走   
 

部 

走行ペダルの点検 ○       

ブレーキペダルの点検 ○       

ブレーキオイルの漏れ ○       

ブレーキオイルの汚れ ○       

ブレーキオイルの量 ○       

ブレーキオイルの交換      ○  

タイヤ点検 ○       

そ    

の 
   

他 

Ｖベルトの点検 ○       

前日の運行に於いて異

常が認められた箇所 

○       

各部のネジの緩み ○       

各部給油脂箇所   ○     

        

        

        

        

 

 

 

 走行条件が一般走行と異なりますので、上記に記載しております一覧表に基づいて点検整備を

行って下さい。 

         注 意 
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4-3  期間・使用時間による点検整備表 

整備完了後、実施年月日・実施時の積算時間を記入し「○」又は「✓」印を記入して下さい。 

使用時間と期間毎の交換を推奨していますので、そのどちらか早い方で交換します。 

 

点検・交換項目及び 

点検推奨時期 

実施年月日 

実施時の使用期間 

/ 

  Ｈ 

/ 

  Ｈ 

/ 

  Ｈ 

/ 

  Ｈ 

エンジンオイル交換 

初回は８Ｈ 

２回目５０Ｈ 

３回目以降１００Ｈ 

    

オイルエレメント交換 初回は５０Ｈ 

２００Ｈ又は６ヶ月 

    

エアクリーナエレメント交換 １００Ｈ又は１２ヶ月     

燃料フィルター交換 ４５０Ｈ又は１２ヶ月     

燃料ホース交換 ８００Ｈ又は２４ヶ月     

油圧オイル交換 ５００Ｈ又は１２ヶ月     

油圧フィルター交換 ５００Ｈ又は１２ヶ月     

油圧ホース交換 ８００Ｈ又は２４ヶ月     

 

整備完了後、実施年月日・実施時の積算時間を記入し「○」又は「✓」印を記入して下さい。 

使用時間と期間毎の交換を推奨していますので、そのどちらか早い方で交換します。 

 

点検・交換項目及び 

点検推奨時期 

実施年月日 

実施時の使用期間 

/ 

  Ｈ 

/ 

  Ｈ 

/ 

  Ｈ 

/ 

  Ｈ 

エンジンオイル交換 

初回は８Ｈ 

２回目５０Ｈ 

３回目以降１００Ｈ 

    

オイルエレメント交換 初回は５０Ｈ 

２００Ｈ又は６ヶ月 

    

エアクリーナエレメント交換 １００Ｈ又は１２ヶ月     

燃料フィルター交換 ４５０Ｈ又は１２ヶ月     

燃料ホース交換 ８００Ｈ又は２４ヶ月     

油圧オイル交換 ５００Ｈ又は１２ヶ月     

油圧フィルター交換 ５００Ｈ又は１２ヶ月     

油圧ホース交換 ８００Ｈ又は２４ヶ月     
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４－４  定期点検整備記録簿 

1. □ヶ月定期点検整備 

実施する定期点検整備の点検時期を「○」で囲みます 

2. 機体番号 

機械に貼付してあります、機番マークを見て記入して下さい。 

3. 点検の結果及び整備の概要 

1) 点検の結果異常がなかった場合には、その点検項目のチェック欄（□）に「✓」を記入します。 

2) 点検の結果異常があり、必要な整備を行った場合には、下表の整備作業区分による「チェ

ック記号」を用いてチェック欄に記載します。整備作業が重複して行われた場合には、表中の

記載順位が最も高いものを記載します 

3) 点検又は整備が分解を伴って行われた時は、「チェック記号」を○で囲みます。 

4. 点検又は整備を実施した者の氏名 

点検又は整備を実施した者の氏名を記入します。又点検と整備を実施した者が異なる時は、両者

を記入します。 

5. 点検の年月日・整備を完了した年月日 

点検の年月日・整備を完了した年月日をそれぞれ記入します。 

6. 記事（主な交換部品・測定結果等） 

整備の際に交換した主な部品や、測定結果などを必要に応じて記入します。 

 

  チェック記号の意味と記入順位 

作業区分 チェック記号 意        味 

点  検 ✓ 点検結果、異常がなかった。 

交  換 × 点検結果、交換した。（部品・油脂） 

修  理 △ 点検結果、修理した。（摩耗・損傷） 

調  整 Ａ 点検結果、調整した。（機能維持の為） 

締  付 Ｔ 点検結果、締付した。（緩んだ箇所の増締め） 

清  掃 Ｃ 点検結果、清掃した。（粉塵・油等の汚れ） 

給  油 Ｌ 点検結果、給油した。（油脂・液類を補給） 
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１．エンジン始動 

1) パーキングブレーキを引きます 

2) 散布、カクハンスイッチを「ＯＦＦ」にします 

3) 走行ペダルが「中立」にあることを確認します 

4) スロットルレバーを少し「高速」位置へ倒します 

5) キースイッチにキー差込み右に廻し、「ＯＮ」の位置にから更に右に回した状態で一端止め、

パイロットボックスの右端のグローランプが消えるまで待ちます。 

6) 「スタート位置」にしてエンジンを始動します。始動したらキーから手を離します。キーポ

ジションは「ＯＮ」の位置になります 

7) エンジンが始動したら、負荷を掛けずにしばらく暖機運転を行うようにしてください 

※気温が低い時の始動直後は通常時よりアイドリング回転数が低くなります。スロットルレ

バーにてチャージランプが消灯する回転域まであげてから、暖機運転を行ってください。 

２．走行 

1) スロットルレバーをゆっくりと「中」位置の方向に倒し、エンジンの回転を少し上げます 

2) パーキングブレーキレバーを解除します 

3) 走行ペダルを前進方向(前方向)に踏み、ゆっくりと発進します 

4) 停止する時はペダルから足を離します。ペダルはニュートラル位置に戻り減速・停止します 

5) 速度はスロットルレバーの調整と、走行ペダルの踏み込み量で調整します 

平坦な場所での最高速度は１７ｋｍ/ｈ（２０００ｍｉｎ-1）です 

6) 後退する時は、走行ペダルを後退方向(後方向)に踏むと後退します 

7) 副変速は「高速」、「低速」の二段があります。平坦な場所の移動は「高速」、作業時また坂道

での走行は「低速」位置に切替えて下さい 

３．注水・カクハン 

1) 本機を平坦な場所に駐車し、パーキングブレーキを掛けます 

2) タンク左後の吸水口（４０mm 町の式女金具）に先端が４０mm町の式男金具の吸水ホースを繋

ぎ、ボールコックを開けてタンク内に水を注水してください 

※必ずきれいな水を使用してください。またタンク内に他の薬剤が残っていると芝生に損傷

を与える場合があります。薬剤を変更する場合は、必ずタンク内を洗浄してから注水してく

ださい 

3) 「カクハン」スイッチを「ＯＮ」にするとタンク内のプロペ式ラカクハンが回転します 

※残水量が少なくなりプロペラが水面からでると剤によっては泡立ちが多くなりますので 

場合によっては「カクハン」スイッチを「ＯＦＦ」にしプロペラ式カクハンを停止してくだ

さい 

4) 水流式カクハン装置はセントリーフューガルポンプまたは動力噴霧機（動噴）からの吐出水

を利用しますので、「散布」スイッチを「ＯＮ」にしポンプを駆動する事で作動します 

※巻取散布用の動噴には「水流カクハン水量バルブ」が設けてあります。バルブを閉める事

で水流カクハン用の水量を減らし、巻取ホース先端からの水量を増やす事が出来ます。 

全閉にすると動噴使用時は水流カクハン装置が停止します 
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４．作業 –手撒き散布-   

1) エンジン始動後、散布域まで移動し、平坦な場所にてパー

キングブレーキレバーを引いて本機を駐車します 

2) 中間ストレーナー部のコックレバー位置を右図イラストの

ようにします。コックレバー位置を誤ると空運転となりポ

ンプの損傷に繋がります。 

3) 本機後方にある動噴の「散布切換レバー」が「戻り側」になっている事を確認します 

4) 動噴の「調圧弁レバー」が「減圧」になっている事を確認します 

5) 巻取ホース先端のボールコックが閉じている事を確認します 

6) ハンドルポストパネル上の「ポンプ切換スイッチ」を「巻取」側に入れます 

7) エンジン回転を２０００ｍｉｎ-1にセットします 

※「巻取」使用時のエンジン最高回転数は２０００ｍｉｎ-1以下で使用してください 

8) 「散布」スイッチを入れ動噴を駆動します 

9) 動噴配管上の「散布切換レバー」を「散布側」に回動します 

10) 動噴の「調圧弁レバー」を一旦反時計回りにゆるめてから「加圧」にレバーを入れます 

11) 動噴の「調圧弁レバー」を時計回りに回して希望の圧力になるように調整します 

12) 設定圧力になったら「調圧弁レバー」下のロックナットを締めて固定します 

13) ホースリールよりホースを引き出します。直線的に引き出す事で圧力損失を軽減できます 

14) ホース先端のボールコックを開けて散布を開始してください 

15) ホース先端からの圧力が弱い場合は上記９）１０）を行います 

16) 作業を中断または終了する際はホース先端のコックを閉じてください 

17) 作業を終了する際は動噴配管上の「散布切換レバー」を「戻り側」に切り替え、更に「調圧

弁レバー」を「減圧」してください 

18) 引き出したホースを巻き取るにはホースリール下のスイッチを操作します 

19) 巻取スイッチボックスの「メインスイッチ」を入れ「巻取スイッチ」にてホースを巻き取っ

てください 

※ホースを巻き取る際ホースが障害物等に絡まないように注意してください。又ホースを過

度に引っ張りながら巻き取る事も巻取モーターに負荷が掛かりますので注意してください 

※巻取ホースの長さと使用するノズルによって上記１０）でセットした圧力と、ノズル先端

の圧力に圧力差が発生します。詳しくはホース圧力損失表を参照ください 

５．作業 –ブーム散布- 

1) 散布作業に入る前に予め水量調整を行います 

2) 中間ストレーナー部のコックレバー位置を右図イラス

トのようにします。コックレバー位置を誤ると空運転と

なりポンプの損傷に繋がります。 

3) エンジンを始動しハンドルポストパネル上の「ポンプ切換スイッチ」を「ブーム」側に入れ

ます 

4) 座席右横の「水量調整バルブ」を反時計回りに最後まで回し、バルブを全開にします 

5) 「散布切換バルブ」を「散布」側に切り替えます 

6) 「ブーム左・中・右バルブ」全てを「開」に切り替えます 
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7) ブーム上下スイッチにて左右ブーム噴管を水平位置まで下げます 

8) スロットルレバーにてエンジン回転を全開にします 

9) 散布スイッチを「ＯＮ」にしセントリーフューガルポンプを駆動します 

10) 「水量調整バルブ」を時計回りに回すことで、徐々に圧力計の指針が上昇し、同時にブーム

バーから散水が始まります 

11) 散布を中断する際は「散布切換バルブ」を「戻り」側に切り替えるとブーム噴管からの散布

は停止します。 

12) 散布を終了する際は「散布スイッチ」を入れ「ＯＦＦ」にてセントリーフューガルポンプを

停止します 

※「散布スイッチ」の「ＯＮ-ＯＦＦ」で作業を中断する事も可能ですが、水流カクハンも停

止しますので、注意してください。 

     

オプション 圧力調整バルブによる散布圧力の設定 

1. 決定したチップを各ブームに装着します。 

2. ブーム･巻取切換スイッチを｢ブーム｣側に切り替えます。 

3. 圧力調整バルブのメインスイッチ・各ブームスイッチ全て

を｢OFF｣にします。 

4. 水量調整スリースバルブを全開にします。 

5. 圧力調整バルブのそれぞれのダイヤルツマミを全閉にします。(時計回り) 

6. エンジンを始動し低速回転でポンプスイッチを入れた後、全開までエン

ジン回転数を上げてください。 

7. ブームスイッチにて左右のブームが水平になるように降ろしてください。 

8. メインスイッチを｢ＯＮ｣にし、各ブームスイッチも全て｢ＯＮ｣にして散

布します。 

9. 水量調整スリースバルブを調整し、選定した圧力になるようにします。 

10. 圧力調整バルブにて右･中･左それぞれの圧力を調整します。 

11. まずブームスイッチ［左］を｢ＯＦＦ｣にします。 

12. ｢ＯＦＦ｣にすると管路圧力が上がるので、圧力調整バルブにて［左］のダイヤルツマミを反

時計回りに開けていき設定圧力に合わせていきます。 

13. 調整が終わったら、再度ブームスイッチ［左］を｢ＯＮ｣にし散布します。 

14. 以降ブーム中・右と１本ずつ順番に(手順１1～１3)設定します。 

15. これでブームの散布本数に関係なく圧力は一定となります。 

      ※圧力調整バルブは各ブーム（左･中･右）を個別にＯＮ・ＯＦＦした場合、他のブームの散布

水量に影響しないように調整するバルブです。速度変化に対応し散布水量を調整する定量散

布装置とは異なります。 
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必ずタンク内に水がある事を確認してから、エンジン低速時にポンプ回転スイッチを入れて下さい。

〈ポンプ空運転禁止〉 

薬剤･液肥など、ご使用されるものは特に規制していませんが、薬剤･液肥などの形態によっては、ポ

ンプ内部部品（ポンプ･圧力調整バルブなど）の消耗に大きく影響するものがあります。一部を除き液

体系のものについては問題ありませんが、水和剤系（水に溶けずに混ざるだけのもの）については、

消耗を促進させます。 

ポンプのメカニカルシールにおいては、摩耗が早く、使い方によっては早い時間に水漏れを起こす事

もあります。特にそれらの薬剤･液肥を一気にタンクに注入致しますと、数回の散布でも水漏れが発生

する事もありますのでご注意下さい。 

また、圧力調整バルブ等の部品においても同様で、摩耗が原因で水漏れ･圧力低下･吐出量の低下が起

こります。このような消耗におきましては、クレーム対象外になりますので、十分注意の上ご使用下

さい。 

 

 注意点 

1）水和剤または水に溶けない肥料等を使用する場合は、少量ずつ投入して下さい。 

  特に溶けにくいものは、あらかじめバケツ等の容器で良く混ぜてから、少量ずつ投入して下さい。 

過度なタンクミックスは避けて下さい。 

2）鉄材においては、粗いものは避け、極力細かい粉末のものを使用して下さい。 

  鉄材は特にポンプ消耗を促進する為、出来れば液体のものをお勧めいたします。 

3）散水栓等から水を入れる際、砂等の異物がタンクに入らないよう注意して下さい。 

   また、極力きれいな水を使用して下さい。 

4) 使用後は、必ずポンプ･配管内等きれいに水で洗い流して下さい。洗浄はタンクから配管に至るま

で、きれいな水を通し、ノズルからきれいな水が出るまで行って下さい。 

   着色剤･展着剤･浸透剤等は、使用後洗浄しないと固着し、オイルシールを硬化させ水漏れの原因に

なります。ひどい場合はポンプ内部が固着して、ポンプが回らなくなる事もあります。 

5）着色剤はシールに浸透しやすく、劣化が著しく早い場合もあります。 

6）ストレーナー･ノズルチップに詰まるようなものについては、使用しないで下さい。 
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 散布作業後は、タンクにきれいな水を注入して、スプレーホース･ブーム散布を行い、タ

ンク内･作業機配管内･中間ストレーナー等をきれいに清掃して下さい。 

特に着色剤など点摘剤が含まれているもの(任意に点摘剤を入れた場合においても同様)、

念入りに清掃を行ってください。そのまま放置すると点摘剤が固まり、ローター軸のオ

イルシールが破損し、水漏れの原因になります。または、ポンプ内の部品が固着し故障

の原因になります。 

これらの故障においては、クレーム対象外になりますので十分注意してください。 

 使用薬剤・液肥については特に規制はありませんが、鉄剤・銅剤・水和剤など粒形が荒

く、水に解けないものにおいては、著しくポンプが消耗します。できる限りこれらのも

のを使用しないようにしてください。 

使用せざるを得ない場合は、ポンプ交換の頻度が極端に早くなる事をご理解ください。

ポンプの消耗においてはクレーム対象外になります。 

 冬期凍結の予防の為、全ての配管内の水を抜いて下さい。 

 中間ストレーナー蓋を外して下さい。 

 各ホースのホース金具を緩めて外して下さい。 

 特にブーム噴管内はチェックバルブ付ノズルのため、水が抜けません。ノズルボディーから

外し水が完全に抜けた事を確認してください。 

 凍結が原因での部品破損においてはクレーム対象外になります。 

 本製品の外面の汚れを、丁寧に拭きとって下さい。薬液等が付着したままになっている

と腐食の原因になります。 

 次の作業に備え、不足部品が生じていないか？消耗した部品はないか？よく調べて下さ

い。特にノズルの穴の状態は、必ず点検して下さい。 
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速度計の調整方法 （型式 CC-RD200） 

本機の速度計は前輪タイヤの回転数を速度センサーにて検出して表

示しています。前輪の摩耗等によりタイヤ径が小さくなってくると、実

際の速度と速度計の表示に誤差が出てきます。定期的にタイヤ周長を実

測して速度計を更新してください。また速度計の電池交換手順も下記を

参照してください。 

1 「初期化」をします 

→裏面の「AC」ボタンをおします 

2 計測単位を選択します 

→「MODE」ボタンを押し「km/h」を選択し「MENU」を 

押して確定します 

3 タイヤ周長を 1750 にセットします 

→「MODE」ボタンを押し数値を切り替えます。桁を移動 

する場合は「MODE」ボタンを長押しします 

新品タイヤ時は 1750 にあわせ「MENU」ボタンで確定 

します 

4 時刻を入力します 

→「MODE」ボタンを長押しして 24H-12Hの切り替えモー 

ドにします。24H表示と 12H 表示を「MODE」ボタン 

で切り替え、希望のモードを表示します。 

次に「MODE」ボタンを長押しして時間の設定モー 

ドにします。「時」を「MODE」ボタンで設定して 

ください。次に「MODE」ボタンを長押しして「分 

」を「MODE」ボタンで設定してください。設定が 

完了したら「MENU」ボタンを押して、調整を終了 

します 

 

電池交換は、本体裏面の蓋を開けると中にボタン電池「CR1620」型が入っています。交換後は再度上

記の調整を行ってください 

※詳しくは、速度計の取扱説明書を参照して下さい。 
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全般 

機械をしばらく使わない時は、屋根のある場所に保管する事。 

風雨にさらすと外観が損なわれるだけでなく、機械の寿命を縮めます。 

1. エンジンをかけて燃料を完全に使い尽くす事。 

2. 燃料タンクから燃料を抜く。タンク内の燃料を抜いたら、配管内の燃料を逆流させて燃料フ

ィルターを洗う事。 

3. エンジンがまだ暖まっているうちに、クランクケースからオイルを抜き、新鮮なオイルを

入れる事。（エンジンマニュアル参照） 

4. エンジンの外側を清掃する。塗装が剥がれている部分は塗料で補修するか、防錆オイルを

塗る事。オイルはＳＡＥ３０ＭＩＬ－Ｌ２１２６０基準に適合するオイルを使う事。 

バッテリー 

具体的な指示は、メーカーのマニュアルを参照。又、本機マニュアルの保守の項を参照。 

保守の項に従ってバッテリーを外し清掃する事。バッテリーは、立てた位置で保管する事。 

バッテリーは、冷暗所に保管する事。２６．７℃以上の温度で保管すると放電が大幅に増加

します。  放電したバッテリーを－７℃以下で保管すると、電解液が凍結します。 

  

※ 保管中のバッテリーは、６０日から９０日の間隔で点検し、必要なら再充電する事。 
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２００６年 (平成１８年)１０月より建設機械などの公道を走行しない特殊自動車（オフロー

ド特殊自動車）に対して「特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する法律」（以下「オフロー

ド法」）による使用規制が開始されております。 

本製品もオフロード法の規制対象機種に該当しております。 

(定格出力が１９ＫＷ以上３７ＫＷ未満の出力帯は２００７年(平成１９年)１０月より規制開

始) 

※３７ＫＷ以上は規制開始が異なります。 

そのため、本機種は『特定特殊自動車』の届出を行っております。 

◎ この法律は、エンジンの規制とは異なり、作業機の規制になる為、本製品の使用者に適

用されます。 

下記に記載しております抑制指針の遵守を宜しくお願いします。 

◎ オフロード法の使用者に対しての抑制指針 

 

使用者の役割 法の枠組みの概要 

点検整備の実施により適正な排

出ガス性能の維持 

○ 抑制指針の遵守 (適正燃料の使用、点検整備の実施等) 

本取扱説明書に記載している項目をよく読み、点検整備の実施

及び、適正燃料の使用をお願いします。 適正燃料の使用 

基準適合機械の使用 

基準適合表示を貼付した車両の使用。 

２００７年(平成１９年)１０月以降、１９ＫＷ以上の作業機の買換

時は、基準適合表示を貼付した車両の購入。 

ただし、製造年月日が２００８年(平成２０年)８月以前の作業機

は猶予期間内の製造の為、規制対象外 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

詳しくは環境省のホームページ( http://www.env.go.jp/ )を参照して下さい。 

 

オフロード法の排出ガス基準適合車には、右のステッカー

等を貼り付けています。他のラベル同様に、破損・紛失又は、

読めなくなった等の場合は販売店より、新しいラベルを購入

し 下さ  

 

 

http://www.env.go.jp/
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